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要約

7歳。ヵ月齢のホルスタイン雌牛が発熱、頻脈、頚静脈怒張、背奇姿勢、下顎と胸垂の冷性浮腫を呈した。

左方移動を伴う白血球増多、 'L、電図各波の低電位、心臓超音波検査により心嚢水と胸水の貯留、心外股への7イ

プリン沈着および左'L、室壁肥大所見などを得たことから、創傷性心膜炎を強く疑った。しかし病理解剖では、

血様胸水および心嚢水貯留が認められ、創傷性心膜炎はみられなかった。

はじめに

牛の'L、嚢水貯留としては、拡張型心筋症などの循環障

害時にみられる漏出液と創傷性心膜炎などの炎症性心疾

患時にみられる穆出液がよく知られているが、血様心嚢

水が貯留する、いわゆる化、嚢血臆はまれである [11。血

様心嚢水が貯留の原因としては、外傷等により心膜腔内

に血液が貯留することがあるが、結果として急激な循環

障害が生じ急死することもある[1ム310 今回、創傷性心

膜炎と類似した症状を呈した乳牛において、血枚胸水お

よび心嚢水貯留の 1例に遭遇したのでその概要について

報告する O

症例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた7歳。カ月齢

のホルスタイン雌牛で、 6か月前に正常分娩した泌乳牛

である。初診時(平成18年l月12日、第 1病日)に食欲

減退で NOSAI初診、 発熱 (40.O'C)、頻脈 (105回/分)、

頚静脈怒張、背奇姿勢を認め、また聴診により心音が聴

取しにくかったため、創傷性'L、膜炎を疑い、パーネット

投与と抗生物質投与による治療を行った。治療により解

凱したものの一般状態は変わらず、第13病日からは頚静

脈怒張、頻脈に加え、下顎と胸垂の冷性浮1I重がみられる

ようになったため、予後不良と診断され第14病日に帯広

畜産大学に搬入された。
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搬入時、身体検査では体混39.2'C、 'L、拍数105/分、呼

吸数26/分、下顎と胸垂の冷性浮腫、頚静脈怒張、およ

び心濁音界拡大を認めた(図1)。またiC然仲立L、眼

を見開いてほとんと動かなかった。心音は左釘ともに減

弱しており、また心雑音は聴取されなかった。心電図で

は各波が低電位を示した (P:0.05mV、S:-0.50mV、

T: 0.20mV)。血液およひ守血液生化学検査では、Hbと

PCVの低値、左方移動を伴う白血球増多、 ALP、GGT、

NEFAの増加、およびA!Gの低下を認めたが、蛋白電

気lilく動{までは炎症パターンはみられなかった (表 1)。

超音波検査においては、心嚢水および胸水の貯留、 'L、外

膜へのフイプリン沈着および左心室壁肥大が認められた。

図 1 下顎と胸垂の冷性浮腫(第14病日)
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表 1 血液および血液生化学所見 (第14病日)

RBC 5.64X Hf/μt BUN 220恵/dl 

Hb 9.9g/dl Creat 1. ln官/dl
PCV 29.796 AST 88U/I 

MCV 53fl ALP 333U/I 

MCH 17.6pg GGT 18lU/I 

MCHC 333g/dl NEFA 4∞pEq/1 
Plate!et 14. 5x !O '/~ I 

WBC 15.2∞/μt TP 7.2g/dl 

Sta 12% AJb 43.1 % 

Seg 73% αgJob 15.096 

Lym 1196 日-gJob 14.5% 

E正on 490 γgJob 27.4% 

Eos 0% NG 0.76 

Bas 090 

f自中日弁及び三尖弁は確認できなかった。また肝臓におい

ては後大静脈の拡張が認められた。右側胸腔から採取し

た胸水は赤色で、その性状は蛋白波度2_8g/ dl、赤血球

数3.87x 10'/μt、白血球数1400/μtで、有核細胞は単核

球主体であった。

病理解剖所見

臨床所見より干後切迫と判断し、搬入当日 (第14病日)

に病理解剖を行った。下顎、j陶垂の浮腹、および食道周

問、腸間膜、縦隔、肺小業の間隙に水腹が見られた。胸

腔には血様胸水が貯認し、心嚢周囲から肺にかけて血様

ないし水腫様の結合組織が増生Lていた (図 2)。また

肺と胸膜、横隔膜、'L、嚢膜が癒着していたが、創傷は認

められなかった。心嚢には血液様液体が肘留し、心外膜

には中皮が増生していた (図3左)。心嚢水の性状は胸

水とほぼ同じであった。右'L、室監は滞く右心室は拡張し

図2 病理解剖により、拡張した心嚢(矢印)に多量の

血様心嚢水が貯留をしていた。また胸腔には血様

胸水が多量に貯留していた。Lung:肺。
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ていた。左心室壁は厚さを増し左'L、室は狭窄していた(図

3右)。腹腔には黄色透明の腹水が高度貯官し、 7イプ

リン塊が見られた。肝臓は腫大し、硬度を増し、肝門脈

は拡張していた。

考察

本症例は初診時の発凱、頻脈、頚静脈怒張、 背奇姿勢、

減弱した心音等の臨床所見に加え、 下顎と絢垂の冷性汗

騒が発現したことから、創l傷性心膜炎を疑ったものであ

る。また血液検査では左方移動を伴う白血球増多が認め

られ、 'L、電図検査でも各j庄が低22位を示したこと、さら

に心臓超音波検査においても、 'L、嚢水と胸水の貯留、心

外膜への7イプリン沈一若および左心室壁肥大所見が得ら

れたことから、 生前にはfilJ傷性心膜炎が強く疑われた。

ただし血~'i~'蛋白 21気出動検査では R 分画がやや増加を

示した以外には、炎症パターンがほとんど認められない

点、また血様胸水の貯留がみられた点において典型的な

創傷性心膜炎とは異なるものであった。生前の検査所見

から本症例の病態は、心膜炎等による心嚢水貯留による

循環障害の症状と考えられたが、 'L、義水の採取ができな

かったので、心嚢水の性状解析および貯留の原因を特定

することはできなかった。

しかし本症例は病理解剖の結果、創傷性心膜炎ではな

く、Jfu様胸水および心嚢水の貯留と診断された。血様'L、

嚢水の貯留は牛ではまれであり、外傷性心膜炎[11、医

原性心膜炎[2、11、心臓腫窃に伴う貯留[5、61、あるいは転

倒 強振などにより胸腔に強い衝撃を受け、微細な静脈

が損傷することにより貯留すると考えられている[7]0

今回の症例では腫場は認められず、また医原性心膜炎の

可能性も低く、肺l様'L、嚢水が貯留する正確な原因につい

ては不明であった。胸水および、心a，i水には凝血塊はみら

れず、また赤血球数と蛋白波度は末梢血の2分の 1程度

に希釈されていたため、慢性的な出血に加えて循環障害

による漏出液なども混在していると考えられた。胸水お

よび心議水は赤血球を含んだ赤色であったことから、転

倒 強援なとによ り、まず心臓の微細な静脈損傷が生じ

て心嚢水が貯慢し、二次的に血棟液が胸腔へ漏出した可

能性も考えられる。

今回の症例より、臨床的に創傷性心膜炎が疑われる場

合であっても、 鑑別診断として外傷性の血様胸水および

心嚢水の貯留を考える必要があると思われた。
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図3 (左)左側から心嚢 (PC)を切開すると、心嚢には血様心嚢液が貯留し、心外膜には中皮が増

生していた。PA:肺動脈、 LA:左心房。(右)乳頭筋レベルでの心臓横断面。右心室壁は薄く

右心室 (RV)は砿張していた。左心室壁は厚さを増し左心室 (LV)は狭窄していた。

「難診断患畜の臨床病理検索」により行われた。また、

本症例報告の一部は桁広畜産大学教育研究改革 改善プ

ロジェクト経費により実施された。
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